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発育をこよる閉塞性叢痕と急性輝炎と診艶 診断後,MMC,

内の鋳型状の腫藤は一時消失 したが空荷や胆道内に漆脇

が出現するためFA院9ケ月後,肝右葉切除術施行,
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n監/m且と正常化するも切除 3ケ月後,肝左葉をこ3ヶ所
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オソを勤注したところ,魔療和 こガス像が出現 し,AFP

の低下を認めた.入院後,薬学的治療により約18ケ月盤

存率の示唆に富む胆道内発育塑肝細胞癌を報告 した.
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細胞癌の治療
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リビオ ドールが肝細胞癌観級に選択的に集積する性質

を利周 して,1988年 より CDDP リビオ一 ドルエマル

ジョソを肝細胞癌の症例20例の治療に応用 してきた.現

時点では症例数,観察期間共に少な(,治療効殿の点で

従来の醜療法と比較 しうるまでには未だ到っていないが,

副作用については CDDP全身授与の場合にみられるよ

うな遺鷹な副作周は認められなかった書-症例として肝

細胞癌を発生 した肝硬変患者 (58才,男性)をこ選択的に

CDDP 7)ビオ ドールエマルジョン 7mlの勧往き 及び

TAE の併用を2回行ったところ,術後 AFPは慣詞に

低下 し 血管造影の所見も合わせ本療法の効果があった

と考えられた,今後,症例を重ね詳細をこ評価を進める必

要がある.
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療法の抗腰痛効果に関する検討
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非 A 非 B型肝炎と HgV 抗体
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米国 ChiTOm社の研究 ゲル-プにより1988年非A非

B型肝炎ウイルスゲノムの分子 タロ-エソダが成功 し,

ベクタ-に発現させた抗原蛋白に対する抗体反応 (HCV

抗体)を臨床的をこ血清材料で検索が可能となった,そこ

で教室における各種非A非B型肝疾患について EuSA

法による HCV抗体の測定を行った.

その結鼠 輸血後肝炎62例中46例 (74.2%),散発性

急性肝 炎25例中 I')倒 し1'し).()Oo). 慢性肝炎57例中49倒

し86.OOol.肝硬変8例小3倒 し37.500).肝細胞癌45例

If13～潤 し輔.7001,自己免疫性肝炎H例中 1例 (12.5Pol,

PBC鳩例中5例 (10.9%)に HCV抗体が陽性であっ

た. また HCV抗体陽性の慢性肝炎49例中2壕例が輸血

歴を有 していた,このようをこ HCV 抗体は輸血後肝炎

および非A非B型慢性肝疾患に高率をこ陽性となり,散発

性急性肝免 自己免疫性肝免 PBCなどでは低率であっ

た.HCV 抗体の出現状況から, C型肝炎は輸血をこよる

感染が多い一見 輸血以外の経絡をこよる感染と思われる

慢 性 肝 疾患 私含まれていることが示唆された,


